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玉川村長

車 田

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
村

民
の
皆
様
の
ご
健
勝
を
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
る
と
共
に
ご
多
幸
と
ご
繁

栄
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
諸
事
業
推
進
の
た
め
村
民
皆
様
の
温
か
い
ご
理
解
と
絶
大
な
る

ご
協
力
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

高
速
支
通
時
代
に
お
け
る
空
の
玄
関
口
と
な
る
福
島
空
港
は
、
い
よ
い
よ

今
年
三
月
二
十
日
開
港
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
全
国
の
主
要
都
市
と

の
時
間
・
距
離
が
大
幅
に
短
縮
さ
れ
、
人
・
物
・
情
報
の
突
流
が
著
し
く
拡

大
し
産
業
経
済
・
文
化
は
も
と
よ
り
、
あ
ら
ゆ
る
面
に
大
き
な
効
果
を
も

た
ら
す
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

昨
年
は
、
郡
山
地
域
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
計
画
臨
空
港
開
発
ゾ
ー
ン
と
し
て
、

空
港
関
連
整
備
事
業
、
ま
た
須
釜
中
学
校
屋
体
工
事
・
災
害
復
旧
工
事
・
水

道
整
備
事
業
を
は
じ
め
、
生
活
環
境
整
備
事
業
と
し
て
農
業
集
落
排
水
事
業
、

国
際
的
視
野
と
感
覚
を
育
て
る
人
づ
く
り
事
業
と
し
て
の
海
外
派
遣
事
業
な

ど
、
諸
事
業
を
積
極
的
に
推
進
で
き
た
、
飛
躍
的
な
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

玉川村議会議長

征二郎田塩

平成 5年 1月

新
年
あ
け
ま
し
て
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

明
る
い
希
望
に
満
ち
た
新
春
を
迎
え
、
村
民
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
を
心
か

ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
五
年
は
、
何
と
言
っ
て
も
福
島
空
港
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
り
ま
す
。
そ

れ
に
、
今
年
の
干
支
は
酉
。
一
番
機
が
フ
ラ
イ
ト
す
る
の
守
一
一
ωブ
ピ
の
意
味

す
る
と
こ
ろ
は
、
飛
朔
、
ジ
ャ
ン
プ
、
す
な
わ
ち
生
き
生
き
と
躍
動
す
る
様

が
イ
メ
ー
ジ
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
に
伴
い
、
私
達
を
取
り
巻
く
生
活
環
境
、
社
会
環
境
、
自
然
環
境

の
変
化
を
注
視
し
、
V

て
の
対
応
と
判
断
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
で
し
ょ
う
。

最
重
要
課
題
で
あ
る
農
政
問
題
、
東
部
地
区
開
発
問
題
、
文
化
面
の
開
発
、

空
港
周
辺
の
整
備
、
福
祉
問
題
、
更
に
は
、
都
市
計
画
に
よ
る
計
画
的
な
村

づ
く
り
な
ど
玉
川
村
の
将
来
を
考
え
る
時
、
無
限
の
広
が
り
を
感
じ
ま
す
。

ま
す
ど
ん
な
村
づ
く
り
を
し
た
い
の
か
、
ど
ん
な
村
づ
く
り
を
す
る
の
か
、

再
確
認
を
し
な
が
ら
、
私
達
議
会
人
は
多
方
面
に
調
査
研
究
を
重
ね
、
心
身

と
も
に
生
活
の
豊
さ
を
実
感
で
き
る
、
美
し
い
玉
川
村
の
創
造
に
全
力
を
傾

注
す
る
所
存
で
あ
り
、
平
成
五
年
の
年
明
け
に
あ
た
り
決
意
を
新
た
に
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
口

広報たまかわ

今
年
も
国
際
化
・
高
度
情
報
化
・
高
齢
化
・
村
民

の
価
値
観
の
多
様
化
な
ど
社
会
情
勢
の
変
化
を
背
景

と
し
て
行
政
需
要
は
ま
す
ま
す
多
様
化
す
る
と
と
も

に
質
的
に
も
大
き
く
変
化
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま

す。
こ
の
多
様
な
行
政
需
要
に
的
確
に
対
応
し
つ
つ
、

二
十
一
世
紀
に
向
け
て
、
心
豊
か
で
、
活
力
と
魅
力

の
あ
る
村
づ
く
り
、
快
適
な
生
活
環
境
の
整
備
、
未

来
に
向
け
活
力
に
満
ち
た
産
業
の
振
興
、
健
康
と
福

祉
の
積
極
的
な
推
進
、
人
間
味
豊
か
な
教
育
・
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
等
の
推
進
を
図
り
「
明
る
く
、

よ
り
豊
か
な
、
し
か
も
、
愉
快
で
感
動
の
あ
る
村
づ

く
り
」
を
目
指
し
、
着
実
に
前
進
す
べ
く
決
意
を
新

た
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

玉
川
村
の
当
面
の
課
題
は
、
福
島
空
港
関
連
周
辺

整
備
、
両
中
学
校
整
備
、
付
加
価
値
農
業
の
確
立
、

商
工
業
の
育
成
、
福
祉
と
健
康
づ
く
り
、
水
道
整
備

事
業
、
住
宅
用
地
造
成
、
村
民
の
憩
い
の
場
と
し
て

の
総
合
運
動
公
園
の
整
備
、
時
代
に
対
応
で
き
る
人

材
育
成
な
ど
が
山
積
し
で
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
巴
的
達
成
の
だ
め
、
一
層
対
話
を
強
化

し
な
が
ら
、
最
善
の
努

包
し
て
い
く
決
意
で
あ
り

ま
す
。本

年
も
村
民
皆

を
賜
り
ま
す
よ

さ
っ
と
い
た
し

ぬ

支
頭援
のと

お協
い 力

こ
の
郷
土
づ
く
り
の
た
め
に
、
皆
様
の
英
知
と
、

愛
わ
ら
ぬ
御
指
導
と
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

し
て
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

村

役

場
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長

助

役

収
入
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長
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長
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今
年
は

1
9
9
3年
酉
年
で
す
。
村
民

の
皆
さ
ん
の
中
か
ら
酉
年
生
ま
れ
の
方
々

に
①
今
年
の
抱
負
。
②
福
島
空
港
が
開
港

し
た
ら
。
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
の

で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

1
月
5
日
生

①
元
気
に
暮
ら
し
た
い
口
②
開
港
し

た
ら
、
是
非
飛
行
場
ま
で
行
っ
て
、

自
分
の
目
で
確
か
め
た
い
。

佐久間倉蔵さん

(岩法寺・ 96歳)

1
月
2
日
生

①
孫
の
成
長
が
楽
し
み
。
②
北
海
道

の
妹
の
所
に
行
き
た
い
。
や
が
て
孫

と
一
緒
に
飛
行
機
に
乗
り
た
い
。

岩谷金子さん
(小高・'72歳)

1
月
2
日
生

①
畑
仕
事
を
手
伝
っ
て
丈
夫
で
い
た

い
口
②
飛
行
機
が
飛
ぶ
と
こ
ろ
を
み

た
い
。
乗
っ
て
息
子
の
所
に
い
き
た

、v

増子ヨシさん
(南須釜・ 84歳)

①
還
暦
を
迎
え
新
た
な
気
持
ち
で
大

き
く
羽
ば
た
き
た
い
。
②
大
い
に
活

用
し
て
活
力
の
あ
る
村
を
目
指
し
て

欲
し
い
。

古寺初子さん
(中・ 60歳〉

①
ス
キ
ー
が
上
手
に
な
り
、
樹
氷
の

聞
を
滑
り
た
い
。
家
族
の
健
康
。
②

北
海
道
に
親
戚
が
多
い
の
で
、
飛
行

機
を
利
用
し
て
行
き
た
い
。

①
一
昨
年
地
元
に
帰
っ
て
き
た
の

で
、
早
く
な
れ
て
地
元
の
た
め
に
何

か
し
た
い
。
②
息
子
も
酉
年
生
ま
れ

な
の
で
、
家
族
そ
ろ
っ
て
海
外
に
行

け
た
ら
と
思
っ
て
い
る
。

矢部良子さん
() 11辺・ 48歳)

小林晴ーさん
(竜崎・ 36歳)

「

0
0
0
0
0
0
た
ま
が
わ
:
・
・
」

玉
川
村

4

の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
募
集
し
ま
す

村
で
は
、
村
の
歴
史
や
風
土
・

文
化
を
象
徴
し
、
福
島
空
港
を
核

と
し
て
幻
世
紀
へ
向
け
着
実
に
発

展
す
る
村
の
イ
メ
ー
ジ
を
表
現
し

た
「
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
」
を
次

に
よ
り
募
集
し
ま
す
口
さ
わ
や
か

で
親
し
み
の
も
て
る
作
品
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格
村
内
居
住
者
口
村
内

企
業
へ
の
勤
務
者
。
東
京
玉
川
会

員。応
募
方
法
官
製
ハ
ガ
キ
1
枚
に
1

作
品
と
し
、
応
募
は
1
人
1
作
品
と

す
る
。
作
品
は
自
作
で
未
発
表
の
も

の
と
す
る
白

記
入
事
項
①
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

(
お
お
よ
そ
日
字
以
内
)
②
簡
単

な
理
由
③
住
所
・
氏
名
(
ふ
り
が

な
)
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
職
業
(
学

生
の
場
合
は
学
校
名
と
学
年
)

応
募
期
間
平
成
5
年
1
月
白
日
ま

で
(
当
日
消
印
有
効
)

送
付
先
一
T
m
i
m
w
福
島
県
石
川
郡

玉
川
村
大
字
小
高
字
中
畷
9

玉
川

村
役
場
企
画
調
整
課
宛

選
定
方
法
応
募
作
品
の
中
か
ら
選

定
委
員
会
で
選
定
す
る
。

表
彰
・
大
賞
(
採
用
作
品
)
1
点

・
:
賞
状
及
び
副
賞
・
佳
作
3
点
・
:
記

念
品

平成 5年 1月広報たまかわ

1
月
四
日
生

①
昨
年
は
、
と
て
も
忙
し
か
っ
た
の

で
、
今
年
は
ゆ
と
り
あ
る
生
活
が
し

た
い
。
②
北
海
道
の
親
戚
を
訪
ね
た

い
。
騒
音
対
策
も
考
え
て
ほ
し
い
口

福
島
空
港
の
開
港
日
に
、
酉
年
生

ま
れ
の
お
子
さ
ん
を
誕
生
予
定
の
ご

夫
婦
で
す
。

①
子
供
が
生
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
で

人
生
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
、
子
供
と

共
に
楽
し
め
る
年
に
し
た
い
。
②
飛

行
機
を
利
用
し
て
家
族
で
カ
ナ
ダ
へ

行
き
、
釣
り
や
ス
キ
ー
を
し
た
い
。

①
家
族
み
ん
な
が
健
康
で
あ
り
ま

す
よ
う
に
。
②
中
学
校
で
の
騒
音

が
気
に
な
る
。
対
策
に
は
万
全
を

期
し
て
欲
し
い
。

①
家
族
が
元
気
で
暮
ら
せ
る
こ

と
。
天
候
に
恵
ま
れ
豊
作
に
し
た

い
。
②
一
番
機
で
北
海
道
へ
行
く

の
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

蕗 t1! U が与

口 E回回-回図

整場

謀行 | 

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

「理
由職年氏住

業令名所

電
話
番
号

1

月
日
当

4 

①
中
学
生
に
な
る
の
で
勉
強
も
部
活

動
も
一
生
懸
命
や
り
た
い
。
②
大
人

に
な
っ
た
ら
飛
行
機
を
利
用
し
て
、

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
仕
事
を
し
た
い
。

田子真由子さん
() 11辺・ 12歳)

間
関
回
生
ま
れ
の

ト

リ

さ

ん

大
正
叩
年

6
月
刊
は
日
生

矢吹聡人さん、きよ子さん夫婦 O歳

①
畑
仕
事
な
ど
を
手
伝
っ
て
元
気
に

過
ご
し
た
い
。
②
飛
行
機
が
飛
ぶ
の

が
楽
し
み
。

矢吹トりさん
(吉)

我妻トリさん
(南須釜)

昭
和

8
年
8
月
2
日
生

①
が
ん
ば
っ
て
良
い
年
に
し
て
、
自
分
の

年
ら
し
く
幸
せ
に
な
り
た
い
。
②
仕
事

の
方
で
北
海
道
へ
研
修
し
た
い
。

草野トリさん
(竜崎)

他
町
村
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

「
水
晶
輝
く
伝
説
の
町
い
し
か
わ
」

石
川
町

「
青
空
と
緑
の
ふ
る
さ
と
ひ
ら

た

む

ら

」

平

田

村

「
笑
顔
と
が
ん
ば
り
の
町
」
小
野
町

「
自
然
と
歴
史
と
文
化
の
ふ
る
さ

と

」

桑

折

町

「
ひ
め
さ
ゆ
り
と
い
で
ゅ
の
里
」

熱
塩
加
納
村

「
山
村
文
化
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ

レ

ッ

ジ

」

下

郷

町

「
日
本
一
の
村
づ
く
り
・
元
気
の
で

る
街
い
ず
み
ざ
き
」
泉
崎
村

5 



平成5年 1月

• 
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刊は月
7
日
村
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
で
民
生
児
童
委
員
の
委
嘱
状
伝
達
式
が
行

わ
れ
、
委
員
団
人
(
新
任

8
人
再
任

8
人
)
に
厚
生
大
臣
と
福
島
県
知
事
か

ら
の
委
嘱
状
が
車
田
村
長
よ
り
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
の
皆
さ
ん
は
今
後
3
年
間
、
地
域
の
福
祉
向
上
の
た
め
に
活
躍
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。
①
氏
名
②
住
所
③
就
任
年
月
E

①
湯
沢
英
雄
②
篭
崎
字
馬
場

作
田
③
平
成
元
年
刊
は
月
1
巴

平成5年 1月

①
小
原
明
昭
②
南
須
釜
字
奥

平

岱

平

成

4
年
吃
月
1
日

広報たまかわ

①
矢
部
義

一

②
川
辺
字
和
尚

①
平
成
4
年
位
丹

1
日

平①
矢
部
利
子

②
川
辺
宇
宮
ノ

前
③
昭
和
問
年
花
月

1
日

①
大
野
シ
ヅ
イ

②
南
須
釜
字

南
宿
③
平
成

4
年
花
月
1
日

①
西
舘
英
範
②
北
須
釜
尚
子
竹

ノ
花
③
昭
和
町
年
5
月
1
自

日宝①
司草
頭野

てコ

①朝
昭夫
和
61② 
年北
7 ;貢!
月釜 1

1字 i

①
鈴
木
米
蔵

②
南
須
釜
字
千

五
沢
③
平
成

4
年
刊
は
月

1
5

①
真
弓
政
典

⑦
蒜
生
字
鬼
潟

③
平
成

4
年
ロ
月

1
8

①
溝
井
保
士
一
②
車
高
字
西
屋

敷
①
昭
和
問
年
m
M
月
1
自

6 

①
車
田
千
枝
子

⑦
小
高
字
向

久
保
③
昭
和
引
年
刊
は
月
1
B

①
高
林
浅
二

平
成
4
年
刊
は
月

1
6

②
中
字
向

瞬、

1
、
生
活
が
で
き
な
い
よ
病
気
で
一

一

-Hい
働

け

な

い

D

収
入
が
な
い
)

4
F
H
l
M
H
H
E
冒

・

由理

2
、
お
年
寄
り
を
老
人
ホ

i
ム
に
一

一

信

罰

今

、

入

所

さ

せ

た

い

。

一
お
下
3

j

リ
害
者
の
認
定
を
受
け
一

同

V

挺
隠

4
、
子
ど
も
の
非
行
や
生
活
に
因
一

a、
回

コ

-

戸

-
4
1
h
u

と
1
5、

母
子
、
父
子
家
騒
が
法
的
な
一

F
都

特

典

を

安

け

た

い

。

-b
可

6
、
手
続
き
に
必
要
な
証
明
書
、
が
一

い

-
r
・

欲

し

い

。

一

』
，
.
‘
?
、
そ
の
他
、
図
り
ご
と
や
悩
み

目

、

ご

と

が

あ

る

。

※
個
人
の
秘
密
は
画
く
守
り
ま
す
一

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

①
矢
吹
源
一
②
士
口
宇
中
平

③
昭
和
部
年
ロ
月
1
日

①
石
森
仲
夫
②
山
小
屋
字
高

③
平
成
4
年
ロ
月
1
日

野

①
境
田
好
一
②
四
辻
新
田
字

③
平
成
4
年
刊
は
月
1
日

村
中

ご
苦
労
さ
ま
で
し
た

た

石技 大小小曲鈴川ぶ汚

い方
弁妻木原針山木崎間々

ごが

周貞滋昭英広間幸玄 2
太 d逗
郎一子治章郎郎夫ま任

でさささささささ さき
し れ

んんんんんんんん
たま
c し

7 



空の玄関にふさわしく
玉)11駐在所を新築

玉J1!駐在所が新築されることになり現地の大字中

字高畔地内で工事安全祈願祭が行われました。

式には根本石川警察署長や村消防関係、防犯関係

者、地権者、施工者の城野組代表らが出席。今春 3

月末の完成を目指し、工事の安全を祈願しました。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
研
修

帰
国
報
告
会

平
成
4
年
度
の
海
外
研
修
派
遣

事
業
っ
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
研
修
」

の
帰
国
報
告
会
が
村
就
業
改
善
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

報
告
会
で
は
、
平
成
4
年
日
月

7
日
か
ら
日
月
げ
日
の
日
日
開
の

研
修
で
得
た
感
動
や
成
果
が
団
員

か
ら
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
(
研
修
の

様
子
と
代
表
の
方
々
の
感
想
は
、

2
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
)

福島空港開港記念

村バドミントン協会が主催した第訪問玉川村議長

杯争奪オープンバドミントン大会が、玉川勤労者体

育センターで関かれました。 I福島空港開港記念J

として行われた大会には、蕗庖などからの協賛もあ

り賞品盛りだくさんO 石川管内からの参加者80人余
ちが、熱戦を展開しました。優勝者は次のとおり。

・男子
ダブルス

.jz: 子

ダブルス

・混合

ダブルス 貴-

凡

子ヨキ

富
アて

バドミントン大会

藤

聖子

童十ィ、

j可

美

勉

之義

弘沼

回

国

朝i

車

伸
氏
に
全
国
表
彰

全
国
社
会
教
育
委
員
連
合
会
表
彰

千
葉
県
文
化
会
館
で
関
か
れ
た
委
員
と
し
て
の
活
動
が
認
め
ら
れ

第
包
囲
全
国
社
会
教
育
研
究
大
会
「
全
国
社
会
教
育
委
員
連
合
会
表

の
席
上
、
小
山
田
伸
さ
ん
(
刊
彰
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

才
)
が
永
年
に
わ
た
る
社
会
教
育
小
山
田
さ
ん
は
各
地
で
小
中
学
校

長
を
歴
任
さ
れ
た
後
、
昭
和
紛
年
の

須
釜
小
学
校
長
時
以
来
、
本
村
の
社

会
教
育
委
員
と
し
て
、
ま
た
昭
和
問

年
か
ら
平
成
3
年
ま
で
は
社
会
教
育

委
員
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
、
現
在
は

本
村
の
社
会
教
育
委
員
、
石
川
地
方

社
会
教
育
委
員
連
絡
協
議
会
副
会

長
、
同
県
連
代
議
員
を
努
め
て
い
ま

山
田

車
問
地
で

世
代
間
の
交
流

玉
川
卓
球
ク
ラ
ブ
が
主
催
し

た
第
9
回
玉
川
村
氏
卓
球
大
会

が
、
玉
川
勤
労
者
体
育
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
小
学
生
、
中
学

生
、
一
般
の
方
が
均
人
参
加
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
部
に
分
か
れ
て
、

和
気
あ
い
あ
い
と
プ
レ

1
0
卓

球
で
世
代
聞
の
交
流
も
図
ら
れ

て
い
る
よ
、
つ
で
し
た
。

す
cご

本
人
に
受
賞
の
喜
び
を
寄
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
社
会
教
育
委
員
の
自
己
啓
発
を
」

今
度
、
社
会
教
育
の
推
進
に
貢
献

し
た
と
の
業
績
に
よ
り
八
王
国
社
会
教

育
連
合
会
長
よ
り
表
彰
の
栄
を
賜
り

ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
永
年

に
亘
り
教
青
長
さ
ん
を
始
め
と
し
公

民
館
長
さ
ん
並
び
に
職
員
の
方
々
の

御
指
導
御
接
助
の
お
絵
と
心
よ
り
感

謝
申
し
ょ
げ
ま
す
。

本
村
は
、
来
年
三
月
空
港
開
港
に

よ
っ
て
急
速
に
都
市
化
、
情
報
化
、

自
衛
官
募
集
椙
談
員
に

車
田
さ
ん
と
佐
久
閉
ざ
ん

消防力を強化
蒜生分間にポンプ積載車

火災の多い時期を前に、蒜、生分団に小型動力ポン

プ積載車(トヨタハイエース 4WD)が引き渡されま

した。

引き渡し式は役場駐車場で行われ、安斎蒜生区長

や分団員らが出席。車田村長と塩田村議会議長があ

いさつの後に、鍵が車田村長から大竹村沼防団長へ

手渡され、大竹団長から岩谷蒜生分団長へ手渡され

ました。

自
衛
官
募
集
相
談
員
に
車
田

武
夫
さ
ん
(
竜
崎
)
と
佐
久
間

安
直
さ
ん
(
北
須
釜
)
が
委
嘱

さ
れ
、
役
場
村
長
室
で
委
嘱
状

の
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
、
円
谷
助
役
が
「
国

際
協
力
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る

今
日
、
相
談
員
の
果
た
す
役
割

は
大
き
い
。
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
、
委
嘱
状
を
手
渡
し
ま
し

た
。
お
二
人
は
今
後
2
年
間
相

談
員
と
し
て
活
動
さ
れ
ま
す
の

で
、
ご
相
談
下
き
い
。

防
火
の
意
識
を
高
め
ま
す

婦
人
消
防
隊
防
火
教
室

火
災
の
発
生
し
や
す
い
時
期
を

迎
え
、
防
火
・
妨
災
の
意
識
を
高

め
よ
う
と
、
村
婦
人
消
防
隊
の
防

火
教
室
が
開
か
れ
ま
し
た

D

教
室
に
は
村
婦
人
消
防
隊
員
と

村
消
防
団
員
ら
間
人
が
出
席
し
、

須
賀
川
広
域
消
防
職
員
ら
を
講
師

に
消
火
栓
の
使
い
方
な
ど
の
消
火

活
動
や
救
急
法
の
講
留
、
火
災
の

際
の
避
難
の
仕
方
を
真
剣
に
学
び

ま
し
た
。

国
際
化
と
変
貌
し
て
い
く
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
c

そ
の
中
で
村
民
の

方
々
は
生
き
が
い
と
村
民
と
し
て
の

存
在
感
を
見
失
い
易
く
な
る
心
配
が

あ
り
ま
す
。

本
村
の
社
会
教
育
の
振
興
充
実
が

一
段
と
緊
要
な
こ
と
に
な
っ
て
く
る

も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
迄
の
本
村
の
社
会
教
育
は
担
当

職
員
の
創
意
と
熱
意
と
に
よ
っ
て
、

村
畏
の
生
活
課
題
、
地
域
課
題
、
社

会
的
課
題
な
ど
の
解
決
に
効
果
的
な

学
習
援
助
が
な
さ
れ
て
、
特
徴
の
あ

る
実
績
を
収
め
て
参
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
現
在
、
生
涯
学
習
の
体

制
づ
く
り
を
し
て
対
処
す
る
考
え

方
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
口
そ

れ
に
従
い
ま
し
て
社
会
教
育
委
員

の
研
究
的
な
主
体
的
な
取
り
組
み

が
望
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思

い
ま
す
。

い
す
れ
に
せ
よ
社
会
教
脊
行
政

の
役
割
を
ふ
ま
え
る
な
か
例
え
ば

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
村
お
こ
し

を
組
込
む
な
ど
し
て
大
き
な
器
の

視
点
か
ら
本
村
の
社
会
教
育
を
考

え
ス
即
時
期
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

社
会
教
育
委
員
の
自
己
啓
発
に
努

力
し
な
け
れ
ば
と
思
う
今
日
こ
の

頃
で
す
。
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住
民
税
(
村
民
税
〉
や
所
得

税
の
申
告
時
期
に
な
り
ま
し

た
。
村
で
は
「
税
の
申
告
相
談
」

を
2
月
8
日
か
ら
下
記
の
日
程

に
よ
り
行
い
ま
す
。
相
談
日
に

都
合
の
悪
い
方
は
、
都
合
の
よ

い
自
に
ご
相
談
下
さ
い
。

の

①
印
か
ん

②
営
業
等
の
あ
る
方
は
、
出
納
帳
簿

等
、
そ
の
他
関
係
書
類

③
源
泉
徴
収
曹
洞
(
給
与
・
恩
給
・
年

金
・
賃
金
等
の
あ
る
方
は
、
必
ず
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
)

④
平
成
4
年
中
に
支
払
っ
た
損
害
保

険
料
・
生
命
保
険
料
及
び
個
人
年
金

保
険
料
の
支
払
証
明
書

⑤
医
療
費
の
あ
る
方
は
、
平
成
4
年

寒
い
季
節
、
ど
う
し
て
も
運

動
不
足
に
な
り
が
ち
で
す
。
お

も
い
き
っ
て
こ
た
つ
を
離
れ

て、

ス
ポ
ー
ツ
に
趣
味
に
熱
中

し
ま
せ
ん
か
。
玉
川
村
公
民
館

で
は
メ
ニ
ュ
ー
を
そ
ろ
え
て
、

皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
、
申
し
込
み
は

玉
川
村
公
民
館
宮
町
l
3
1
0

，

1
内
線
位
番
ま
で
。

平成5年 1月

小林路子さん(泉中3年)に

県知事表彰

平
成
4
年
度
福
島

県
青
少
年
健
全
育
成

推
進
大
会
席
上
、

「
家
庭
の
日
」
作
文

の
部
門
中
学
生
の
部

で
、
小
林
路
子
さ
ん

が
見
事
最
優
秀
賞
に

輝
き
、
県
知
事
-
か
ら

表
彰
状
を
受
け
ま
し

た
。
作
品
を
紹
介
し

ま
す
。

広報Tこまかわ

中
に
医
療
機
関
へ
支
払
っ
た
医
療
費

の
領
収
書

⑥
農
業
近
代
化
資
金
等
の
制
度
資
金

借
入
金
の
あ
る
方
は
、
利
子
支
払
証

明
書

⑦
そ
の
他
申
告
に
必
要
と
思
わ
れ
る

書
類

主占，aq
E
 

申①
住
宅
用
家
屋
の
登
記
簿
謄
本

②
建
築
工
事
の
請
負
契
約
書

③
住
民
票
の
写
し

④
金
融
機
関
等
か
ら
の
住
宅
取
得
資

金
に
係
る
借
入
金
の
年
末
残
高
証
明

書
、(
金
融
機
関
等
か
ら
交
付
を
受
け

ま
す
)

⑤
住
宅
取
得
等
特
別
控
除
額
の
計
算

の
基
礎
と
な
る
住
宅
借
入
金
等
の
年

末
残
高
の
額
の
計
算
明
細
書

特

の除
の

個
人
や
公
的
機
関
に
、
土
地
や
建

物
を
売
っ
た
時
に
は
譲
渡
所
得
が
か

か
り
ま
す
。
そ
の
特
別
控
除
を
受
け

る
場
合
に
は
、
売
買
契
約
書
(
個
人
)

及
ぴ
公
的
機
関
が
発
行
す
る
証
明
書

が
必
要
で
す
。

大
会

対場日
象所時

平
成
5
年
1
月
M
日
(
日
)

玉
川
村
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

村
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
し

公
的
年
金
の
み
の
人
の
た
め
の
申

告
書
が
新
た
に
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

年
金
所
得
者
も
確
定
申
告
が
必
要

で
す
が
、
こ
の
年
金
所
得
者
の
増
加

に
対
応
す
る
た
め
、
簡
単
に
記
載
で

き
る
申
告
書
が
平
成
4
年
分
か
ら
作

成
さ
れ
ま
し
た
。

記
載
す
る
事
項
が
し
ぽ
ら
れ
、
活

字
も
見
や
す
い
よ
う
に
工
夫
さ
れ
た

申
告
書
は
、
税
務
署
及
ぴ
市
町
村
の

窓
口
に
準
備
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
利
用
下
さ
い
。

所
得
税
の
納
付
及
び
還
付
請
求
が

金
融
機
関
等
の
頚
金
口
座
か
ら
振
替

で
き
ま
す
の
で
、
利
用
さ
れ
ま
す
よ

う
お
勧
め
し
ま
す
。

ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
印
か
ん
(
口

座
と
同
じ
も
の
)
と
口
座
番
号
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
申
告
相
談
の
と

き
に
お
持
ち
下
さ
い
。

申
告
相
談
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

役
場
税
務
課
企
幻

i
3
1
0
1
内
線

1

i

q

L

一、一。

っd
q

J

司

4u

就業改善センター

須釜公民館

Tこ

圏西部地区
東部地区

午

辺

T全r
I司

8 組 ~10組

国午前9時~午前11時30分
午後 1時~午後3時

を

画固囚
白

雨
明圃同

団
四
⑦

午前

宮ノ前組~3 組

7 組~10組

1 組~3 組

地区名

。
|
 

|
 

)
 

分

税民

今

。

区

住

。~ 

奥平上、奥平下。
1 組~5 組

1 組~4 紐

蒜生全域
残全

吉残全域

ウ

中、岩法寺、
竜崎

10 

寺

蒜生、竜崎
域

山新田、青井沢、

小半弓

東部全地区

川辺、蒜生
西部地区残|，I、合一

/ J、問1得

~ 

φ 

中

法

宿
一
組

-
nく
υ

剛
、

一nru
輔
、

『

4
E
i

一の

南
一
上

屋

四 辻 新 田

。

岩

~ 

ク

~ 

小山

タ

イP

銑
一
域

餓
一
全

清
沢
一

南
一
吉

山小屋、山新田、

青井沢、小半弓

四辻新田、

東部地区残

や

今

税

税

一

税

税

民

得
一
民~ 

ス主
主
教
室

日

時

平

成

5
年
1
月
泣
日
(
日
)

場
所
磐
梯
国
際
ス
キ
1
場

対
象
村
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す

寒
具
(貸
ス
キ
ー
は
、

1
セ
ッ
ト

I
，

5
0
0
円
で
あ
っ
せ
ん
し
ま
す
)

申
込
締
切

1
月
泣
日
(
金
)
ま
で

※
会
費
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
貸
ス
キ
ー
を
希
望
の
人
は
貸

て
い
る
人

参
加
費

申
込
締
切

4
0
0
円
(
昼
食
代
)

1
月
刊
日
(
火
)
ま
で

る
男
女
(
小
学
生
以
下
は
父
兄
同
伴
)

定
員
初
人
(
申
し
込
み
順
)

参
加
費

I
，
5
0
0
円
(
保
険
代

含
む
)

持
参
品

ス
キ
l
用
具
、
昼
食
、
防

ス
キ
!
代
も
同
時
に
納
入
願
い
ま
す
。

}'¥ 
ウ

定
員

対
象

一
ス
教
室

。
ウ

(西部地区)

ク

各
教
室
加
入

村
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す

ーン

。

。

5 組~7 組崎

営業、農業、庶業|確定申告者

~ 

dシ

~ 

。

/，-

。

竜

税4専

~ 

~ 

4シ

所

る
人

指
導
員
一
日
本
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
協

会
福
島
県
普
及
会
員

参

加

費

無

料

持
参
晶
体
育
館
用
シ
ュ
ー
ズ

場
競
艇
が
週
一時

す
が
ま
教
室
玉
川
勤
労
者
体
育
セ

ン
タ
ー

-
2
月
日
日
、

2
月
沼
目
、

3
月
1
日
の
3
因
。
い
ず
れ
も
月
曜

日
、
午
後
7
時

1
午
後
9
時

い
ず
み
教
室
玉
川
村
体
育
館

3

月
8
日、

3
月
日
目
、

3
月
幻
自
の

3
回
、
い
ず
れ
も
月
曜
日
、
午
後
7

時
l
午
後
9
時

「モー。」今朝もまた、私の家で飼っている牛が、近所の家々に響き渡る

ほどの元気な声で鳴いています。

この牛は、四年前に、父の手によって誕生しました。祖父が生きていた

ら、 との牛は父と祖父の手によってとりあげられるはすだったのです。とこ

ろが、牛の出産の七臼前に、祖父は、突然亡くなりました。

あの夜、私は父の「親役、大丈夫か。大丈夫か。 Jと、むどくおびえたよ

うな高に自を覚ましました。いつもは力強く、太い声の父なのに、震えるよ

うな声に変わっているのです。祖母やお母さんも続きます。両親や祖母の異

常な声を暗やみの中で聞きながら、おそろしくて、ふとんの中から動けませ

んでした。

そのうち、不気味なサイレンとともに、救急車が来て、父と祖母がつきそ

い、すぐに損父は病院にむかつたのです。救急車の音がだんだん小さくなっ

ていくとともに、私は真っ暗な部屋の中で、恐怖心と闘いながら 、いつのま

にか寝てしまいました。

次の日の朝起きてみると、仏壇の前に、祖父が白い布きれで顔をおおわ

れ、横たわっていました。私は、一瞬、祖父がふざけているのではないかと

患い、祖父の体を激しく揺さぶりました。 r魁溢血でね、死んだんだよ。」

という祖母の言葉を信じられませんでした。いや、信じたくなかったので-sro
きのうだつて、パイクで出かけたり、夕食も私たちと一緒に、いつもと変

わりなく食べたのに、その祖父が亡くなったと聞かされても、実感がわいて
こないので弓。身近な人間の「死」に直面し、私は驚くばかりでした。

そのうち、涙があふれできて、一人、部屋で長い間、泣いていました。

その夜、私は、多くの人が涙を流している中で、祖父の死が一番つらいは

すの父が泣かないので苔。「お父さん、悲しくないの。」と、泣かない父に怒

りを感じながら私がたすねると、 父は、 「今日から、お父さんが、一家の大

黒柱にならなくてはなうないんだよ。お父さんだって大声で泣き叫びたいく

らい悲しいよ。でも、もし、オレがここで泣いていたら、みんなも心配する

だろう。人聞はみんな、この死という一番つらいことを乗り切らなくては一

人前にはなれないんだ。お母さんやお前たちを支えていく責任がお父さんに

はある。だ力、ら涙は見せられない。」と 、しっかりした力強い声で話してく

れました。私には、この碍の父が、とても大きく見えました。

今まで、祖父が中心となり、農業を進めてきましたが、今日からは父がす

べての中心になるのです。父は、 「お前のじいちゃんはな、オレ達家族のこ

とを考えて、生命保険にも入ってくれていたし、お金の面は何も心配しなく

ていいようにしてあったんだ。それに第一、お金がなくたって、家族で協力

していけば、お前たちには不自由かけやしないから、心配するな。」と言っ

てくれました。

祖父とは、あまり会話も斐わさなかったので、家族のことをこんなに考え

ていたなんて全く知りませんでした。祖父のさりげない思いやりが、私をよ

けい悲しくさせました。

祖父の死後、一週間Tこち、牛が産気づきました。父と母のあわてふためく

姿を見、担父がいたら、どんなにたのもしいだろうと思づたのです。牛の子

をとりあげる父の自は、真剣そのもので、親牛と一緒になってがんばり 、つ

いに、父の手によって、子牛が誕生したのです。このとき、私は、この子牛

は、祖父の生まれ変わりだと思いました。私だけでなく、家族中がそう思っ

たのです。その後、 何頭かの子牛が生まれてきましたが、私は、どの牛より

も、父が初めて一人でとりあげたこの牛に愛着を感じ吾のです。あの牛は、

祖父を思い出させてくれる大切な牛です。

祖父の死後、私は、よくこの牛に話し力、けるようしこなりました。祖父とは

あまり話さなかったのに、祖父の生まれ変わりのこの牛には、いろいろ話を

します。校内マラソン大会で一{立になったこと、今年の暑さの中、砂漠のよ

うな校庭で苦しい駅伝の練習に耐えられたこと、模擬テストのさがったこと

なと…ぃ。話した後、私は、牛の頭をなでます。

祖父に、じいーっと見つめられているようで、勇気がわくような気がレて

くるのです。ごの牛には長生きしてほしいと私は願っています。

祖父に語る

11 



募集

泉保育所おゅうぎ会から

(泉保育所i

平成5年度入所・

村内に居住し、保育に欠ける満 1才

以上の小学校就学前の幼児

・募集定員 80人

・受付期間平成 5年 1月 5日から 1月18日まで

・申込先と手続役場住民課で所定の申請書に記

入のうえ提出して下さい。

印かん・就労(勤務)証明書

引き続き入所を希望される場合でも

申請が必要です口詳しくは、住民課
福祉係まで fr57-3101内線27番

と幼稚園の入所(国)児を

受付期

平成 5年度の保

募集し

希望 ぎ孔る方は、申請が必要で

関内に手続きをして下さい。

E.~遺産1&.. 

象-対

12月13日

- 持 参 品

・注意事項

遺
族
等
援
護
業
務
や
恩
給
業
務
に

つ
い
て
巡
回
相
談
会
を
開
き
ま
す
。

日

時

平

成

5
年
2
月
9
日
(
火
)

午
前
9
時
叩
分

i
午
後
3
時

場
所
郡
山
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
者
本
人
ま
た
は
家
族
。
戦
没

者
の
遺
族
。
戦
傷
病
者
手
帳
所
持
者
。

内
容
障
害
年
金
・
遺
族
年
金
・
恩

給
・
戦
傷
病
者
手
帳
等
に
つ
い
て

詳
し
く
は
役
場
住
民
課
福
祉
係
ま
で

N
H
K
学
園
で
は
、
生
涯
学
習
通

信
講
座
の
冬
期
受
講
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

講
座
教
養
と
趣
味
を
深
め
る
た
め

の
書
道
・
俳
句
・
英
会
話
・
パ
ソ
コ

ン
な
ど

η
講
座

申
込
受
付
平
成
5
年
1
月
白
日
迄

問
合
せ
先
一
了
間

i
m
N
H
K
学

園
8
E
m
係

8
0
4
2
5
 

最
低
賃
金
額
は
、
黄
金
や
物
価
な

ど
の
動
向
に
よ
り
改
正
さ
れ
ま
す
。

福
島
県
の
最
低
賃
金
は
平
成

4
年
叩

平成6年1月

l福島県内の最低賃金 l

広報たまかわ

福島県内の事業場で働

くすべての労働者に適用

される。

円i 円

4，128 1517 4.10.1 

月
1
日
に
改
正
さ
れ
一
日

4
，
1
2

8
円
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新

産
業
別
最
低
植
民
金
は
別
表
の
と
お
り

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
労

働
基
準
監
督
署
ま
で

次に掲げる者については福島

祭最低賃金が適用される。

1 CD 18歳未満又は65歳以上の

者

2、雇入れ後3ヵ月未満の者

であって、技能習得中の者

'T 清掃、片付けその他これ

らに準ずる較易な重量務に主

として従事する者

4.12.10 

4.12.25 

564 

602 

2(1 怠気機械器兵製造業最低

賃金については、上記 1の

者のほか小型電動具又は手

工具を用いて行う穴あけ、

かしめ、巻線、組線、取付

け及び小物部品の包装、箱

入れの業務に主として従事

する者。

医療用機械器具
医療用品製造業
光学機械器具
レンズ製造業

4.12.25 

4.12.25 

5.1 .28 

596 

590 

591 

(
7
2
)
 

⑮ 最低賃金の適用除外

心身の附'去により J干しく労働lì~ ))の低い4折、試の使用JtJWlj'いの省、

戦m ;\l lゆ~ìょの認定を受けて養成泌総を受ける打、その他ド止めて事主主11

な業務に従がする折について、福島労働基準局長の汗nfを受けた場

介{よ、 1-，衣の赦低賃金{まi車HJ，されません。

rl時間」当たりの最低賃金額を適用する労働者

bZイ止の大部分がi時1:11でi)とめ られた fi (11制11給お)にi単111，されます。

4争

q
ο
1ム
R
u
-
-

⑨ 最低賃金に含めない賃金

臨JI寺に;ぇ-払われる24-令、 I >'J11を，1]えるJ倒的iごとに支払われる 賃

金、時間外 .i来依・ 1*"労働に対して文11、われる賃金のほか、車内ザ

勤手?旬、j位草J)子 句、家5女子汚(;tJ;J:人されません。

.贋E鹿屋場E調関'

村内に居住し、昭和62年 4月 2日か

ら昭和63年 4月 1日までに生まれた

幼児

120人

平成 5年 1月 8日から 1月20日まで

いずみ幼稚園

象

-馨集定員

・受付期間

・受付場所

-対

修
業
年
限
3
年
の
船
員
教
育

概
要

機
関

募
集
人
員

受
験
資
格

み
を
含
む
)

願
書
受
付
平
成
5
年
1
月
9
日
1

2
月
3
日
ま
で

問
合
せ
先
宮
古
海
員
学
校
教
務
課

一γ
仰
岩
手
県
宮
古
市
磯
鶏
ロ
l

必
l

2

8
0
1
9
3
(
6
2
)
5
3
1
6
 

本
科

ω人

中
学
校
卒
業
者

(
見
込

⑥ 以 LのMílí: 賃金のj血m を受けるI4ifT には，:ぃ、絞!の 11~低託金がj必

fIJされます。

内
容
家
計
簿
を
つ
け
た
体
験
や
生

活
設
計
を
た
て
た
体
験
談
を
募
集
し

て
ま
す
。
い
ず
れ
か
の
体
験
談
で
あ

れ
ば
内
容
・
タ
イ
ト
ル
と
も
自
由
。

・
家
計
簿
を
つ
け
は
じ
め
た
き
っ
か

け
、
記
帳
す
る
う
え
で
の
ア
イ
デ
ア

0

・
家
計
簿
を
つ
け
は
じ
め
た
こ
と
に

よ
る
生
活
ぶ
り
の
変
化
。

-
生
活
設
計
を
た
て
る
う
え
で
の
苦

心
・
ア
イ
デ
ア
、
そ
の
実
現
の
た
め

の
工
夫
や
努
力
な
ど
。

原
稿
本
文
は
2
，
0
0
0
字
(
B
4

版

4
0
0
字
詰
原
稿
用
紙
5
枚
)
以

内
に
ま
と
め
、
縦
書
、
右
上
綴
と
し

て
下
さ
い
。
(
家
計
簿
体
験
談
に
は

支
出
内
訳
表
、
生
活
設
計
体
験
に
は

生
活
設
計
表
を
添
付
す
る
な
ど
の
き

ま
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

間
合
わ
せ
先
ま
で
)

募
集
期
間
平
成
5
年
2
月
末
日
迄

中
央
表
彰
特
賞
5
編
(
賞
金
日
万

円
)
優
秀
賞
日
編
程
度
(
賞
金
5
万

円
)
奨
励
賞
お
編
程
度
(
賞
金
2
万

円
)

地
方
表
彰
入
選
5
編
程
震
(
賞
金

1
万
円
)

問
合
せ
及
び
送
付
先
一

Tm福
島
市

杉
妻
町
2
l
m

県
生
活
福
祉
部
県

民
生
活
課
内

8
0
2
4
5
(
2
1
)

1
1
1
1
内
線
2
5
8
3
番

-函館罰届銅器'

村内に居住し、昭和62年 4月 2日か

ら平成元年 4月 1日までに生まれた

幼児

100人

平成 5年 1月 8日から 1月初日まで

すがま幼稚園

※必ず印かんをご持参下きい。詳しくは、教育委

員会まで。 fr57-3101内線63番

12 

象

-募集定員

・受付期間

・受付場所

-対設
消
費
税
の
申
告

訴
事
正
し
く
お
早
め
に

個
人
事
業
者
で
、
平
成
2
年
中

の
課
税
売
上
高
が
三
千
万
円
を
超

え
る
方
及
び
課
税
事
業
者
選
択
届

出
書
を
提
出
さ
れ
た
方
は
、

1
月

1
日
(
金
)
か
ら
3
月
白
日
ま
で

に
平
成
4
年
分
の
「
消
費
税
確
定

申
告
書
」
提
出
し
、
そ
の
額
を
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

13 



平成5年 1月広報たまかわ

1月
1日幽

8日缶詰 ⑧ 

⑧ 

1月-2月の

健康ごよみ

12日ω

雪の乙字ナ滞(日本の滝.100選)
⑧ 13日(水)

ここを訪れる方も多くなると予想されます。福島空港の開港とともに、

一
時
・
/
あ
り
が
と
う

一
義
/
ご
ざ
い
ま
す

左
記
の
方
か
ら
社
会
福
祉
活
動
資

金
と
し
て
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ロレ

南
須
釜
の
塩
沢
正
保
さ
ん
か
ら一

万
円

今
月
の
納
税

国
民
年
金
保
険
料

村

県

民

税

国
民
健
康
保
険
税

1
月

分

第

4
期
分

第

7
期
分

(納
期
限
は
1
月
白
日
(
月
)
で
す
。

忘
れ
す
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
)

⑧ 

⑧ 

⑧ 

⑧ 

⑧ 

20日(水)

26日ω

21日(木)

29日悩

お誕生おめでとう
ございます

分出届でま日nHU
 

月
円
/
』

骨l月10日は
110番の日

事件や事故などが発生し、

110番通報をしますとこれを

受けて警察本部や警察署で

は、通報された方が「何を求

め、何を訴えているのか」をい

ち早く開き取り、パトカーや白

バイなどの警察官に指令し、

直ちに活動が開始されます。

110香をしますと、係員が次

のことについてお尋ねします。

・何があったか…一

・いつ、どこで…

・犯人は・……
・逃げた方向は............

・何で逃げたか……・・

・あなたの名前は…・・

ご協力をお願いします。

⑧ 

血圧デ一

成人病予防教室

北須釜生活改善セン

ター

午前9時30分~

乳児健診

午後 1時~

⑧:保健センター

⑧:須釜公民館

2月
1日伺)
9日ω

12日悩

保護者名

おくやみ

血圧デー

乳幼児健康相談

午前9時30分~

乳児診断

午後 1時~

成人病予防教室

岩法寺農構センター

午前9時30分~

機能訓練

午後 1時30分~

母親教室

午前9時15分~

三種混合予防接種

午後 1時30分~

三種混合予防接種

午後 1時30分~

成人病予防教室

午後9時30分~

3才児健診

午後 1時~

浩

雅

名
、
口
凌
恥
生

氏
り
日
康

E
粥

森

出

藁

石

区

中

岩法寺

土也

村のようす
(4年12月1日現在)

14 

(12月10日まで届出分)

死亡者氏名年齢世帯主名

塩 津 正 吉 64 正保

地

南須釜

区

1，703戸(+5) 

7，660人(+2) 

3，780人(一 3)

3，880人(+5) 




